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研究成果の概要（和文）： 本研究は、初等・中等学校における算数・数学、理科の「カリキュ
ラム開発と評価」に関する実証的・比較研究である。研究では、①「理科に関する意識調査」（
小・中学および高校生対象）を基に現状分析を精査し、②PISAに関する欧米での議論を念頭に置
き、東アジア地域における数学・科学教育カリキュラムの開発と評価に関して授業実践検討を進
め、③ヨーロッパ地域並びに東アジア地域の学校教育カリキュラムとその実際を事例的に検討し
た。 
 
研究成果の概要（英文）：This study is a comparative one on mathematics and science 
education curriculum at elementary and secondary schools in east Asia. We tried to make 
clear the followings, one is a situation at science consciousness on nature of students in 
Japan, the second is a comparative study on science and mathematics classes between 
Korea and Japan, and the third is a comparative study on science curriculum at elementary 
and Junior High School between Korea and Japan 
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１．研究開始当初の背景 
 OECD/PISA の調査結果の公表前後で、我が
国ならびに東アジア地域の科学教育に注目

が集まっていた。 
 
２．研究の目的 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2007～2009 

課題番号：１９３００２６１ 

研究課題名（和文）初等・中等学校における算数・数学、理科教育カリキュラムに関する実証

的比較教育研究 

研究課題名（英文）A Comparative Study on Science and Mathematics Education in East Asia 

 

研究代表者 

三石 初雄 （MITSUISHI HATSUO） 

東京学芸大学・教員養成カリキュラム開発研究センター・教授 

 研究者番号：10157547 



 

 

 PISA 等の学力調査結果の数字のみに注目
するのではなく、授業や教師の力量、カリキ
ュラムに着目することの重要性に鑑み、日韓
及び東アジア地域の数学・科学教育の比較教
育研究として実施した。 
 
３．研究の方法 
 比較教育学的な視点から、カリキュラム、
授業、教師の力量について実証的に行った。 
 とりわけ、日韓の研究者が相互に中学校の
授業を参観し、分析、意見交換した。 
 
４．研究成果 
 研究成果については、報告書を参照してい
ただきたいが、その概要を示しておきたい。  
本研究では、東アジアの地域の中では、と

りわけ香港と韓国・ソウル地域における数学、
理科／科学教育のカリキュラム編成の原理
と現状、そして授業実践の現状と課題に焦点
化する形で進められた。それは、今日 PISA
／TIMSS における調査結果と各地域における
教育・学校教育環境・文化状況における類似
性が予想されたからであった。 
それら東アジア地域にある香港、台湾、韓

国と日本においては、学校教育における改革
動向が類似しており、そこにおける学習内容
と授業形態、教師のパフォーマンスと教授方
法における特徴と類似性／再生を含めて検
討することが、PISA／TIMSS 等の調査結果を
より総合的、実体的に明らかにできるのでは
ないかと考えて進めてきた点に、本研究の特
徴がある。 
その中でも、我が国の学校教育カリキュラ

ムに一定のやりとりが予想される韓国との
比較研究に重点を置いてきた。そこで、ここ
では、日韓に理科／科学教育のカリキュラム
編成と授業に関わる比較研究で明らかにな
ったことの概要を報告書に掲載した。 
なお、香港における数学／科学教育に関す

る比較については、本報告書（第２部）を参
照していただきたい。 
韓国の科学教育カリキュラムと授業形態

に関して明らかになったことは、次のような
ことである。 
 一つは、日韓で共通していることは、大学
入試に収斂する形で、学生の「学力」低下問
題や PISA 調査結果に関わり理科離れが課題
視されてきていること、しかし、二つには「何
がどのように、低下しているのかという客観
的な指標を基に議論が進展していること、三
つには、そのことを解明するためには、調査
項目自体の丁寧な分析と、実施状況の客観的
な比較考察を行う必要があること、たとえば、
「Diet」は、日本では「健康に直接関わる体
に関する認識」として考えられているが、韓
国では「食生活」と訳されており、そのよう
な各国の文化状況を反映していることを比

較することができるのか、というようなこと
の検討をも含める必要があるのではないか、
等のことである。また、四つには、学校教育
制度や就学環境が異なる中で、他国との比較
がどの点で可能であり、限界はどこにあるの
かを、さらに丁寧に見ていく必要があること
等である。 
 また、韓国の中学校での理科１年の授業と
日本の同学年の授業参観を通して、両国の授
業の比較検討を通して、教育課程、教育内容
と方法、教師のパフォーマンス、教育技術
（ICT を含む）等の比較研究も行いながら、
PISA で行われている学校環境調査結果の意
味をより具体的に考察できるのではないか
と言うことも明らかになってきた。 
 また、韓国の現行教育課程の翻訳とその検
討を行ったが、その中で次のことが特徴とし
て見出された。 
2007 年度に韓国からの国費現職教員研修

生と韓国留学生との共同的研究もとに進め、
2007年 2月に発表された第 7次教育課程の改
訂版の「科学」科に関する翻訳と比較分析を
行い、その成果の一部を、日本環境教育学会、
日本教師教育学会等で共同発表した。 
韓国での学校教育改革も、日本と同じよう

なテンポで進められている。ちなみに、1997
年に改訂された第 7 次科学科教育課程では、
次のような特徴が指摘されていた。それは、
我が国の学校教育改革と極めて類似点が多
いが、また発展的学習の位置づけについては
本質的に異なっている点がわかった。 
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